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はじめに 

 飛鳥～奈良時代に展開した日本の宮都・都城に関しては、膨大な発掘調査の蓄積によって、様々な角度か

ら研究が進められている。東アジア（日中韓）の国際比較も、盛んな研究領域の１つである。中国都城の影

響を受けて、朝鮮半島や日本列島の都城が展開した点は疑いないが、日本や韓国から中国を見つめる研究は

多くても、中国から周辺都城を評価する研究は王仲殊の一連の研究を除けば、非常に限られている。また、

近年、中国の急激な経済発展により膨大な発掘調査が蓄積されているものの、「遺構研究」のアプローチで

各国間の差異もあり、直接的な国際比較がほとんど存在しない現状にある。東アジアに展開した同じ都城で

ありながら、建造物の存在形態や設計の思想的背景の大きな違いによって、物理的比較は難しいと多くの研

究者が考えているからである。この「感覚」はある意味では正しく、ある意味では相互の認識不足から生ま

れる「誤解」だと考える。東アジアに展開した都城制は、基本的には各国の伝統の中で完結しているため、

各国単位での比較検討が基礎になる点は確かだが、特定の分析条件を設定しさえすれば、設計原理や思想背

景を読み解くための遺構レベルでの直接的な国際比較が十分に可能だと考える。特定の分析条件とは、すな

わち、共通の機能を有する遺構の比較など、考古学的な「分析視点」である。 

本発表では、都城において空間相互を「隔絶」すると同時に、「連接」する特殊な機能を有する都城門に焦

点をあて、その構造・機能を国際的に比較する視点を提示する。都城門の存在形態から都城の空間構造を把

握し、設計の根幹にある思想的背景を国際的に比較することが、本研究の射程である。 

 

１．研究の背景 

 2012～2020年度まで、以下の学内研究費・科学研究費補助金（研究代表者：城倉）を取得した。 

①特定課題 A(2012-2013)『平城京設計プランの遡源に関する考古学的研究』 

②科研費：若手 B(2014-2017)『隋唐都城における都市空間（里坊）の構造と東アジアへの展開過程に関する考古学的研究』 

③特定課題 A(2015-2016)『北方遊牧民族（遼・金・元）都城の構造的特質と中原都城との比較に関する考古学的研究』 

④科研費：基盤 C(2017-2020)『衛星画像の GIS分析による隋唐都城とシルクロード都市の空間構造の比較考古学的研究』 

⑤科研費：国際共同研究加速基金(2017-2020)『GISを用いた東アジア都城・シルクロード都市遺跡の比較考古学的研究』 

上記の研究費を用いて、中国都城の発掘された遺構の構造分析、及び GISを用いた衛星画像の分析、２つ

の視点を中心に研究を蓄積してきた。その成果を踏まえて、2016年度には中原都城と草原都城の比較をテー

マにした報告書：城倉正祥編 2017『中国都城・シルクロード都市遺跡の考古学的研究』（早稲田大学東アジ

ア都城・シルクロード考古学研究所 調査研究報告第２冊）を刊行した。さらに、2020年度末には現在取得

中の２つの科研費が期間終了を迎えるため、報告書：城倉正祥 2021『唐代都城の空間構造とその展開』（早

稲田大学東アジア都城・シルクロード考古学研究所 調査研究報告第５冊）を刊行予定である。 

 新報告書では「東アジア都城門の構造・機能とその展開」と題する論文を発表予定だが、本発表では、そ

の論文の中国都城門部分をダイジェストで紹介する。 
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２．中国都城の歴史性―研究史と課題― 

 近年の発掘調査の進展によって、魏晋南北朝期が都城発展史上の大きな画期になる点が判明しつつある。

漢魏洛陽城の宮城中枢部の発掘では、宮城正門の閶闔門が殿堂式双闕門である点が明らかになり、太極殿・

東西堂とともにその創建が魏晋期まで遡る点が指摘された。曹操の造営した鄴北城と並んで、曹魏明帝の「洛

陽宮」の造営が大きな画期である点が判明しつつある。すなわち、都城発展史上の画期とされる要素：中軸

線、単一宮城制、太極殿・東西堂システム（西堂は皇帝の居住空間／東堂は皇帝の日常政務空間／太極殿は

国家的儀礼空間）が曹魏洛陽城で出現し、南北朝を通じて普遍化した可能性がある。さらに、北魏宣武帝が

整備した外郭城、中軸線の銅駝街に集中配置された官庁街（唐代皇城に繋がる）など、唐代都城の原型が漢

魏洛陽城で誕生した点が発掘調査で確認されつつある点は重要である。 

 唐代になると、宮城・皇城・外郭城の三重圏構造が確立し、南郊円丘（冬至に昊天上帝を祀る）、北郊方丘

（夏至に皇地祇を祀る）を結ぶ中軸線（儀礼ライン）が完成する。また、北周の復古主義政策によって採用

された「燕治外型」三朝制（西周の王室は皋門・雉門・庫門・応門・路門の五門、及び燕朝・治朝・外朝の

三朝廷で構成された）が唐の「内中外型」三朝制へと引き継がれ、太極殿東西堂システムという「横軸」か

ら三朝制という「縦軸」へと宮城構造が大きく変化した。三朝制の南北空間において、外朝大典の場として

元会儀礼などの国家的祭典が主催される場所は、唐長安城太極宮の宮城正門：承天門とされていた。しかし、

実際には承天門前の空間は十分に整備されておらず、高宗 662年から主要な宮城となる大明宮の含元殿前広

場で初めて外朝大典の空間が実現されることになった。丹鳳門から含元殿までの殿前空間は、東西 1355m・

南北 610m の広大な空間であり、含元殿は大明宮の主殿でありながら、東西両翼から前面に突出する闕構造

（東に翔鸞閣・西に棲鳳閣が附帯する）を有する特殊な建造物である。含元殿前には中央を隔絶し、東西か

ら臣下が登壇する龍尾道が整備され、殿前広場には肺石（民が肺のように赤い石の上で地方官吏を告訴す

る）・登聞鼓（文字の書けない民が冤罪の再審や行政処理の不平を訴えるために鳴らす太鼓）・朝堂（上表を

受理する機構）が設置されるように、含元殿は宮城正門としての機能を有する史上類のない主殿だった。含

元殿は、外朝大典空間である宮城正門と太極殿相当の主殿が融合した唐代都城の思想的な「完成形」と呼べ

る稀有な建造物であり、中国都城の発展史上の大きな画期に位置付けられる。 

 以上、唐長安城の登場は都城発展史上の大きな画期に位置付けられるが、その空間構造に関していえば、

宮城・皇城・外郭城という重圏的階層空間が中軸線によって連接されている点に特徴がある。各階層空間は

城壁によって隔絶されると同時に、門によって相互に連接される。それゆえに、階層相互が連接するマージ

ナルな空間としての正門が儀礼空間化し、荘厳化されるのである。すなわち、都城門に注目すれば、唐代都

城の空間構造の原理を構造的に把握できると同時に、同時代の東アジアへの展開過程、あるいは後世の都城

への発展過程を空間構造の視点で比較分析することが可能だと考える。 

 

３．中国都城門の分析視角 

 中国都城門は、漢代に一般化する過梁式門、北宋以降に普遍化する発券式門に大別できる。なお、北魏洛

陽城宮城正門：閶闔門のように、墩台と隔壁上に総柱構造の建物で構成される殿堂式門も事例は少ないなが

ら存在する。過梁式門は、墩台・隔壁に挟まれた門道の左右の礎石を並べ、その上に立て並べられた排叉柱

が過梁を支える構造を特徴とし、ⅠA～IDの４種類に分類出来る。不定形な礎石の上に木製地栿を置き、そ

の上に排叉柱を並べる前漢のⅠA から、魏晋南北朝に排叉柱を承ける方形礎石を並べるⅠB 式が誕生し、唐

代に普遍化する。その後、北宋期にはホゾ穴の穿たれた石製地栿を密に並べるⅠC式が出現し、徐々に塼積

アーチの発券式へと移行する。過梁式門は元上都まで存在しているように、その存在期間は非常に長く、中

国都城門の主要な形式といえる。なお、宮城正門などの最高格式の門に採用される殿堂式門も、過梁式門と

同時期に存在しながら、異なる階層空間で存在している点も注意しておく必要がある。 

 一方、中国都城門を特徴付ける附帯施設が、門闕である。中国都城門の闕は、Q1～Q4の４種類に分類でき

る。Q1の独立闕は、門前左右に独立して設置される闕で、画像石などに描かれるものの、都城門としての発

掘事例は存在しない。Q2 は門建築の左右に楼閣を持つもので、ここでは双垜楼（闕楼と呼ばれることもあ

る）と呼称しておく。Q3・Q4は、門本体から延びた左右の翼廊が門前に突出するもので、連体式双闕門と呼
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称される。その中で、母闕・子闕で構成される出闕形式のものを Q4 とする。なお、北宋以降の門形式とし

て一般的な瓮城に関しても分類しているが、本発表では時間の都合上、説明を省略する。 

 以上の中国都城門の諸属性を整理した上で、前漢長安城・漢魏洛陽城・東魏北斉鄴城・北周長安城・隋仁

寿宮・唐九成宮・隋唐長安城・隋唐洛陽城・唐宋揚州城・北宋開封城・遼上京城・金上京城・金宝馬城・金

太子城・元上都・元中都の発掘された門遺構を集成し、分析を加えた。本発表では、各事例の提示は省略し、

次節以降の考察部分のみを説明する。なお、前述した「新報告書」（2021.3刊行予定）では、漢～元までの

中国都城門の変遷を踏まえた上で、高句麗（国内城・平壌城・安鶴宮）・渤海（上京城・西古城・八連城）、

日本（前期難波宮・藤原京・平城京・長岡京・平安京）との比較を行っている。 

 

４．中国都城門の構造・機能とその発展 

 中国都城門の構造・機能の発展に関する分析は、非常に複雑な論点を内包するが、ここでは３つの論点に

絞って、考察を加える。すなわち、①門闕の発展と唐代都城門４類型の成立、②唐長安城大明宮含元殿の成

立過程、③北宋以降における都城門の発展、の３論点である。以下、簡単にまとめておく。 

 

（１）門闕の発展と唐代都城門４類型の成立 

中国都城門では、漢代以降、過梁式門が一般化する。門闕に関しては、前漢長安城東壁の宣平門・覇城門

で、門左右に突出部が存在する点が発掘調査で確認されている。前漢長安城の門遺構では、墩台などが発達

しておらず、門は極めて機能的な構造をしており、突出部も防御機構の可能性が高いと指摘されている。時

代が下がって北魏洛陽城で外郭城が成立すると、漢代の「大城」は内城となるが、東魏北斉鄴城の内城正門

の朱明門に、墩台から外側に突出する連体式双闕が採用される点は重要である。宮城を囲繞する漢代の大城、

その東正門に該当する宣平門・覇城門の系譜を引いて朱明門に連体式双闕が採用され、唐代の皇城門へと繋

がっていく系譜が想定できる。東魏北斉鄴城の内城正門：朱明門に採用された「外向タイプ」の連体式双闕

門に対して、北魏洛陽城宮城正門：閶闔門には「内向タイプ」の全く異なる門闕が採用された。閶闔門は過

梁式よりも格式の高い殿堂式で、門本体が城壁よりも内側に存在している点に特徴がある。総柱構造の殿堂

式門の門道以外は、隔壁と墩台の版築で閉塞されており、墩台左右から前面に延びた版築壁が城壁上に位置

する二出闕に接続している。閶闔門は中軸線の発達、単一宮城制の成立による宮城正門の儀礼空間化・荘厳

化によって生まれた形式で、唐代以降の宮城正門の規範になったと思われるが、その系譜は内城正門の朱明

門とは異なっている点が想定できよう。しかし、両形式は唐代における皇城の成立によって融合し、唐長安

城宮城正門：承天門、あるいは唐洛陽城宮城正門：応天門へと発展する（皇城門は様相が不明）。 

 なお、三朝制の採用によって宮城正門が外朝大典の空間として整備され、承天門の様式が大明宮含元殿へ

と引き継がれた点は前述した通りである。含元殿は主殿でありながら、門闕構造に類似する左右楼閣と龍尾

道を有する特殊な建造物である。また、外郭城正門には門前に突出する連体双闕ではなく、双垜楼形式が唐

長安城明徳門や唐洛陽城定鼎門に採用された。さらに、宮城正北門に注目すると、禁軍が駐屯する夾城に防

御性の高い１門道形式の玄武門（内重門・重玄門を含む３門で構成される）が置かれている。太極宮北門を

舞台とした「玄武門の変」（唐高祖李淵の三子の争い／唐太宗李世民が皇太子李建成と４男元吉を玄武門を

抑えて殺害するクーデタ事件）が示すように玄武門は宮城防御の要である。この特殊な玄武門の「夾城門」

としての様式は、北宋以降の瓮城へと発展した点が推定できる。 

 以上、唐長安城においては外郭城正門に双垜楼、宮城正門に三出闕門、外朝空間に闕式主殿、宮城北門に

夾城門が採用され、中軸正門が相互の空間を連接しながら、有機的に連関する４つの類型として成立した点

が把握できる。ここでは、明徳門型・承天門型・含元殿型・玄武門型と呼称しておく（皇城正門：朱雀門の

様相は不明）。思想空間として完成した唐代都城の中軸正門４類型は、同時代の東アジア都城、あるいは北

宋以降の歴代都城に様々な形で継承されていくことになる。 

  

（２）唐長安城大明宮含元殿の成立過程 

 主殿でありながら殿前に龍尾道・朝堂・登聞鼓・肺石を有し、翼廊と左右楼が付随する闕式宮殿である含

元殿は、唐代の外朝大典空間として非常に特徴的な発展を遂げた建造物である。魏晋南北朝を通じた宮城正
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門の荘厳化と北周の三朝制の採用によって、承天門と太極殿の機能が融合する形で含元殿が誕生したことが

推定できる。門闕と主殿の融合形式は、北周長安城の南壁に位置する楼閣台遺跡で主殿と左右楼閣の構造が

検出されているのに加えて、593年に隋文帝の離宮として造営された仁寿宮１号宮殿でも両翼・双閣式の主

殿が確認されており、これらの系譜上に含元殿が位置する点が推定されている。 

 元会儀礼などの国家的祭典空間として発達した丹鳳門～含元殿の外朝空間は、同時代の渤海上京城や日本

平城京など東アジア都城にも大きな影響を与えた。なお、唐代長安城においても、興慶宮の殿堂式正門：勤

政務本楼（玄宗が執務した宮殿）など、主殿と門の融合形式に影響を与えたと想定できる。 

 

（３）北宋以降における都城門の発展 

 唐長安城で成立した４類型は、その本来の連関性を解きほぐされ、空間構造的に再編成されながら、それ

ぞれ異なる方向性をもって北宋以降の都城に継承されていく。まず、宮城北門の防御の要として機能した玄

武門型（内重門・玄武門・夾城・重玄門で構成される）は、北宋以降に外城門の瓮城として展開する。瓮城

に関しては、龍山～二里頭文化期とされる陝西省石岇遺跡などで、角楼・馬面などの防御施設とともに既に

存在しており、商代都城・春秋戦国期都城、あるいは漢代の周縁地域でも普遍的な防御機構として知られて

いる。しかし、中原の都城門に採用されるのは北宋以降で、その系譜は玄武門型である可能性が高い。防御

性の高い遼・金・元の草原都城で瓮城は採用され、明清都城で普遍化する。一方、承天門型の宮城正門闕は、

元中都宮城正門・元大都宮城正門（崇天門）・明北京城宮城正門（午門）などに継承される。 

 一方、唐代都城で最も特徴的な類型：含元殿型は、同時代の東アジアへ大きな影響を与えたにも拘らず、

北宋以降の宮城空間で採用されることはなく、元上都の北壁闕式宮殿など部分的に継承される。また、北魏

洛陽城宮城正門の閶闔門、あるいは唐長安城興慶宮正門の勤政務本楼などで見られた殿堂式門の系譜も、遼

上京城宮城東正門、元中都皇城正門などで断続的に採用される。 

 

 以上、漢代から魏晋南北朝を経て完成した唐代都城の思想的な空間は、重圏的な階層構造を有する点を特

徴とし、それぞれの空間を連接する構造的要素（中軸上に位置する建造物群／正門や主殿など）が、その思

想とともに解体・再編成されながら、北方に展開する草原都城へと継承され、元大都から明清北京城への発

展の中で再度の思想的完成をみるという大きな流れを把握することができる。すなわち、「異なる階層空間

の重層・重圏構造」が都城の本質であると考えれば、都城の発展・展開の中で、その構造の多様性を生み出

す原理は「思想空間の解体・再編成」という各王朝の「思想戦略」にあると結論付けられる。 

 

おわりに 

 中国都城の空間構造を対象とし、重圏的な階層空間を「隔絶・連接する」機能を持つ都城門に注目して、

その発展・展開の歴史性を解釈してきた。多くの先行研究では、唐代都城の「影響力」あるいは「模倣」と

いう概念で、周辺地域の都城の構造を説明しようとしてきた。しかし、中国諸王朝が造営した都城において

も、歴代王朝で継承され連綿と存在してきた思想空間を、その都度、解体・再編成する過程によって、多様

な空間構造や平面配置が生み出されてきた点に注目する必要がある。すなわち、都城は造営する王朝の主体

的な選択によって、その段階の完成化された思想空間として再構成される点にその歴史性がある。そして、

その重圏的な空間構造に表現された思想的背景は、中軸線上の建造物における構造的差異として地上に現出

したのである。門遺構の構造的な国際比較は、都城の設計原理や思想背景を比較する作業に他ならない。 

 以上、本発表では、東アジア都城門の構造・機能の比較論文における中国都城門の研究部分のみを簡単に

紹介した。そのため、都城の国際比較研究まで議論を進めることはできなかったが、都城門に着目した遺構

研究の重要性を示すことが出来たと考える。本研究の詳細については、2021 年３月刊行予定の東アジア都

城・シルクロード考古学研究所、調査研究報告第５冊を参照してほしい。 

 

※本発表で用いた図版は、2021年３月刊行予定の報告書掲載図版である。各実測図の引用元は膨大な量にな

るため、発表のパワーポイントでは記載を省略した。引用元などの詳細については、2021年３月～早稲田大

学リポジトリで公開する報告書を参照のこと。 


